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は じ め に

1．子育てのいま

近年、わが国では、密室育児や親の子育て能力の低下、児童虐待問題など
子育てをめぐる社会問題がさまざまな場面において議論されるようになってい
る。従来、地域コミュティや家庭には、成員同士の相互扶助があり、そこに解
決機能が付随していた。しかし、地域社会や家族形態が変質すると、そうした
機能が崩壊し、個々の人間を私事化し、孤立化する傾向を強めていった。
特に現代では、子育て期にある親にとって地縁や血縁によるネットワークが
得にくい環境となっており、そのため、多くの親が育児ストレスや子育ての負
担感を経験するようになった。さらに、専業主婦による児童虐待も大きな社会
問題となっている。このような諸問題の解決策が求められている。

2．ソーシャルキャピタルへの期待

そこで、本書では、研究史の整理から始めることにしたい（序編）。これま
での子育てに関するネットワークの研究では、子育てのサポート資源として、
親族ネットワークが重視され、その密度や量によって親たちの子育て状況に
対する影響を検証するという立場からの分析が主流であった。これらの研究の
到達点は、以下の諸点である。すなわち、①親族サポートにおける支援提供者
の属性は、妻方親族が中心である、②子育てをめぐる精神的負担は、親族だけ
でなく非親族からの支援によっても軽減する、③サポートを多く持つ親は、親
族・非親族に限らず多くの資源を持つ傾向にある、④多様化する家庭へのサ
ポートネットワーク事業として、育児ストレスが高いとされる専業主婦世帯
に対する子育て支援事業の強化とその必要性、⑤近年の研究になると、パート
ナーである夫によるサポートの重要性が示されている。
しかしながら、①以上の子育て支援事業やネットワーク研究では、夫婦であ
る両親、特に妻である母親をサポートの受け手として捉えているため、②支援
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する者が親たちの子育て負担を軽減し、その環境を改善していこうとする一方
向の支援となっているケースが多い。つまり、子どもの親を子育て支援サービ
スの客体として扱っているということになる。③そのため、親たちの負担軽減
ばかりに主眼が置かれ、親自身の子育てに対する主体性の獲得や親が親として
成長できるような育成面での支援はほとんど実施されてこなかった。④それゆ
え、子育て支援事業の再整備と親たちに対する見方を変える必要がある。つま
り、親こそが豊かな資源を持つ、ソーシャルキャピタルそのものだと捉え直す
ることが重要となってくる。

3．本章の位置付け

上記の問題意識にもとづき本書では、①ニュージーランドの親たちが始動し
た協働保育活動であるプレイセンターに着目し、②親の参加によって創出され
るソーシャルキャピタルとその効果について日本とニュージーランドの事例分
析を通じて検証する。③それを通して、地域コミュニティの活性化や親たちの
子育て力養成、成員相互のネットワーク強化の方策を導出している（第Ⅰ編お
よび第Ⅱ編）。
つまり、子育ての当事者である親たちがプレイセンターにおいて協働するこ
とは、メンバーとなる成員間の互酬性を高め、親がお互いを人的・物理的資源
として活用し合うソーシャルキャピタルを創出する機会となる。本書では、そ
の過程を解明している。この点が本書における独創性である。
さらに、プレイセンター活動を通じて親たちが蓄積したソーシャルキャピタ
ルには、わが国の子育て支援の文脈のなかで、価値のある資源となり、今後の
子育て支援策として応用できる可能性があることを提示していく（終編）。
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